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独自の「振り子」水力発電を活用
河川のビッグデータを集めて治水のDXに挑む

株式会社ハイドロヴィーナス
株式会社アクシア｜ 株式会社ゴフェルテック ｜ 株式会社Pionero ｜ 株式会社センコー ｜ (実装フィールド提供：西条市)

Project No.

28 防災

採択事業者名

コンソーシアム構成員

勉強会の目的
河川のセンシングによりリアルタイムに情報を得るだけなく、そのデータからAIの学習を進めて増水
等のリスク予測に役立てる本プロジェクトについて、愛媛県内の周辺自治体の危機管理課等に知って
頂き今後の導入に繋げる。

勉強会の当初の
ゴール想定と結果

当初の目的として、プロジェクトの目指すものとテクノロジーの説明、および現地視察を通して今後の
河川管理や防災の参考にしていただくこととしていた。開催した結果、複数の周辺自治体の河川管理
関係者の参加を頂き活発なディスカッションをすることができた。

参加者 周辺3自治体のIT戦略関係者、治水関係者、危機管理担当者、および治水設備を扱う民間企業2社が
リアルおよびオンライン参加した。

協議アジェンダ 本プロジェクトの目的、既存技術の課題と本プロジェクトの提供するソリューションとの違い、データ
解析の実例紹介、今後の展望、現地視察

協議による実装推進上の
重要な決定事項/示唆

データを取得するだけでなく、相関を得て予測することに期待感がある。自治体で導入されるために
は実績を作ることが重要であり、破損対策も含めたメンテナンスや情報提供の一連のサービスプラン
提示が必要である。

その他補足事項など
（開催頻度、規模など） 開催頻度 2回実施した、他に個別に興味がある会社に数回現地見学案内を実施している。

目指す「実装成果」の定義 河川に関する防災管理者に、リスク対応の判断材料を与える

データに基づく
協議ポイントの整理

雨が降ったのちに河川が増水するまでの遅れはどれくらいか、また、その遅れは場所によって異なる
のか、解析をリスク予測にどのように役立てるかが重要である。氾濫の瞬間を知るだけでなく、日常的
な水の動きを学ぶことで予測が可能になる。

主なデータ項目 計測点の上流下流の位置関係と標高、各計測点における水位と流速の日常的な変化、周辺の降水
量・降水エリア、土壌水分量、これらの時間的相関

ガイドライン
（含む具体例）

降水に対する応答として各計測値の相関を調べる。時間的ずれを伴うので、そのずれが予測にとって
重要となる。

「実装成果」実現に向けた
示唆/考察

上流ほど早い増水が確認されるが、下流に行くにつれて半日から1日の時間的遅れを伴う。
したがって、より上流を知ることで下流の未来リスクを知り余裕を持った対策が可能となる。

勉強会の実施概要 デジタル実装協議フォーマット

現地に設置されている看板 現地見学会の様子 河川水面下に発電・流速センシングモジュール、橋に
水位センシングモジュールとゲートウェイを設置。

左より、中腹部付近の河川水位、降水量、土壌水分量の関係。河川水位は29時間ずらしている。下流に行くほど雨が降ってから
増水までの遅れが大きくなる


